
大
正
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
は
、
ク
ロ
ー
ン
指
導
の
も
と
で
、
本
格
的
な
コ
ン
サ

ー
ト
の
媒
体
と
し
て
の
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
次
い
で
大
正
十
五
年
に
雇
い
入
れ

ら
れ
た
ラ
ウ
ト
ル
ッ
。
フ

(
C
h
a
r
l
e
s
L
a
ut
rup
―
八
九
四
ー
？
国
籍
デ
ン
マ
ー

ク
、
昭
和
六
年
ま
で
在
職
）
は
、
古
典
の
名
曲
を
教
材
に
充
分
な
基
礎
訓
練
に
力
を

入
れ
、
昭
和
初
期
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
一
段
と
研
き
上
げ
た
。
昭
和
天
皇
の
御
即
位

大
礼
奉
祝
演
奏
お
よ
び
創
立
五
十
周
年
（
音
楽
取
調
掛
設
置
年
か
ら
起
算
）
記
念
演

奏
を
好
機
と
し
て
手
が
け
た
管
弦
楽
付
独
唱
・
合
唱
の
大
曲
は
注
目
に
値
す
る
。

東
京
音
楽
学
校
の
定
期
演
奏
会
は
、
昭
和
四
年
の
秋
以
降
会
場
を
奏
楽
室
か
ら
日

比
谷
公
会
堂
に
移
し
、
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ
に
代
っ
て
ク
ラ
ウ
ス
・
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム

（
一
八
八
三

l
一
九
七
二
、
国
籍
ド
イ
ツ
、
昭
和
六
年
九
月
か
ら
同
十
二
年
八
月
ま

で
在
職
）
を
指
揮
と
作
曲
の
教
師
に
迎
え
た
。
東
京
音
楽
学
校
の
歴
史
上
最
も
激
し

く
輝
い
た
時
代
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
平
井
康
三
郎
（
本
名
保
喜
）
の
言
葉
を
か
り

(

l

)
 

れ
ば
、
彼
は
「
恰
も
慧
星
の
如
く
天
の
一
角
か
ら
現
れ
」
、
当
時
の
東
京
音
楽
学
校

に
と
っ
て
は
全
く
新
し
い
音
の
世
界
と
も
言
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
音
楽
を
取
り
入

れ
、
音
楽
界
を
沸
か
せ
る
演
奏
を
展
開
し
た
。
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
が
話
題
を
放
っ

た
そ
れ
ら
の
曲
目
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

マ
ー
ラ
ー
ニ
交
響
曲
第
二
番
（
昭
和
八
年
二
月
十
八
日
）
、
第
三
番
（
昭
和
十
年
ニ

月
十
六
日
）
、
第
五
番
（
昭
和
七
年
二
月
二
十
七
日
）
、
第
六
番
（
昭
和
九
年
二
月

十
七
日
）
、
第
七
番
（
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
七
日
）
。
マ
ー
ラ
ー
の
弟
子
で
あ
っ

た
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
、
当
初
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
全
曲
を
、
東
京
音
楽
学
校

K
.
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
を
迎
え
て

第
一
章
昭
和
二
年
ー
十
二
年

（
一
九
二
七
！
一
九
三
七
）

で
初
演
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
結
局
以
上
の
五
曲
を
本
邦
初
演
し
た
。

プ
ル
ッ
ク
ナ
ー
ニ
交
響
曲
第
七
番
（
昭
和
八
年
十
月
二
十
一
日
）
、
第
九
番
（
昭
和
十

一
年
二
月
十
五
日
）
い
ず
れ
も
本
邦
初
演
。

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
よ
詩
篇
交
響
曲
〉
（
昭
和
七
年
六
月
九
日
）
本
邦
初
演
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
~
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
前
奏
曲
と
第
一
幕
（
昭
和
七
年
十
二
月
十
八

日）。

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
：
ン
ュ
ト
ラ
ウ
ス
誕
生
七
十
年
記
念
演
奏
、
交
響
詩
〈
ツ
ア
ラ

ッ
ス
ト
ラ
〉
、
十
六
声
部
無
伴
奏
混
声
合
唱
、
〈
ア
ル
。
フ
ス
交
響
曲
〉
（
昭
和
九
年

十
月
三
十
一
日
）
三
曲
と
も
本
邦
初
演
。

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
入
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劫
罰
〉
（
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
日
）
本
邦
初

演
。
な
ど
。

だ
が
こ
れ
ら
の
曲
は
、
当
時
の
東
京
音
楽
学
校
の
力
を
は
る
か
に
越
え
る
難
曲
ば

か
り
で
、
演
奏
会
ご
と
の
批
評
も
賛
否
両
論
に
分
れ
、
き
び
し
い
批
判
の
声
が
紙
上

を
賑
わ
せ
た
（
本
文
参
照
）
。

こ
の
華
や
か
な
初
演
曲
目
の
中
に
混
じ
っ
て
、
ヘ
ン
デ
ル
の
〈
グ
ロ
リ
ア
・
パ
ト

リ
〉
（
昭
和
七
年
六
月
九
日
）
世
界
初
演
は
音
楽
界
に
異
彩
を
放
っ
た
。
こ
の
作
品

(
2

)
 

は
一
七
七
頁
の
解
説
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
徳
川
頼
貞
侯
が
創
設
し
た
南
葵

音
楽
図
書
館
所
蔵
の
カ
ミ
ン
グ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
末
公
開
楽
譜
の
原
本
は
発
見
者
の
辻
荘
一
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
、
総
譜
を

同
図
書
館
が
出
版
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
は
こ
の
楽
譜
に
も
と
づ
く
も
の

で
、
世
界
の
ヘ
ン
デ
ル
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
記
し
た
。

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
在
任
中
の
六
年
間
は
東
京
音
楽
学
校
の
機
構
上
に
も
大
き
な

変
革
が
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
昭
和
六
年
四
月
、
本
科
に
作
曲
部
誕
生
、
ま
た
こ
の

年
に
初
め
て
管
楽
器
専
攻
の
学
生
が
入
学
し
た
。
同
八
年
六
月
、
音
楽
の
早
期
教
育

を
目
的
と
し
て
上
野
児
童
音
楽
学
園
を
設
置
、
同
十
一
年
四
月
に
は
邦
楽
科
が
設
置

さ
れ
た
。
特
に
上
野
児
童
音
楽
学
園
は
設
置
目
的
を
よ
く
発
揮
し
、
昭
和
十
九
年
、

戦
争
激
化
で
自
然
消
滅
す
る
ま
で
、
多
く
の
豆
音
楽
家
を
世
に
送
り
出
し
た
。
東
京

音
楽
学
校
と
の
協
演
や
卒
業
演
奏
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
彼
ら
の
進
歩
振
り
を
物
語
っ
て

い
る
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
お
よ
び
作
曲
家
・

3
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指
揮
者
の
育
成
に
教
育
者
と
し
て
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。
な
お
定
期
演
奏
会
の
解

説
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
の
名
を
記
す
こ
と
を
は
じ
め
た
の
は
彼
で
あ
る
。

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
五

h
、
日
本
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
下
の
ド
イ
ツ
と
日
独

防
共
協
定
を
結
ん
だ
。
東
京
音
楽
学
校
も
国
政
に
準
ず
る
こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

反
ナ
チ
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
同
校
を
辞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
後
の

年
、
昭
和
十
二
年
六
月
十
九
日
、
彼
は
自
分
の
心
境
を
託
す
か
の
よ
う
に
バ
ッ
ハ
の

〈
マ
タ
イ
受
難
曲
〉
本
邦
初
演
を
指
揮
し
た
。
そ
し
て
七
月
八
日
、
告
別
演
奏
の
〈
第

九
交
響
曲
〉
（
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
を
指
揮
、
九
月
、
日
本
を
離
れ
た
。
タ
イ
よ
り
文

(

3

)

 

化
省
最
高
顧
問
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
ぼ
れ
ば
な
し

そ
の
一
上
流
社
会
の
社
交
場
的
で
あ
っ
た
定
期
演
奏
会
に
比
べ
、
奏
楽
堂
で
行
わ

れ
た
学
友
会
の
演
奏
会
は
ほ
ん
と
う
の
愛
好
家
が
聴
き
に
き
て
く
れ
た
。
回
数
券

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
入
場
券
は
全
部
売
り
切
れ
、
演
奏
す
る
わ
れ
わ
れ
は
見
栄

も
気
取
り
も
な
く
純
粋
に
自
分
の
音
楽
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
二
皇
室
の
方
々
を
演
奏
会
に
招
待
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
に
弱
い
東

京
音
楽
学
校
を
認
識
さ
せ
る
上
で
最
も
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
乗

杉
校
長
の
発
案
で
、
学
校
の
ペ
ン
キ
が
は
げ
た
り
、
校
庭
の
手
入
れ
が
必
要
に
な
る

と
宮
様
を
招
待
す
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
あ
と
す
ぐ
学
校
は
き
れ
い
に
な
っ
た
。

水
谷
達
夫
氏
談
（
昭
和
八
年
器
楽
部
〔
ピ
ア
J
〕
卒
業
、
同
十
年
研
究
科
修

了
、
昭
和
十
五
年

l
五
十
四
年
在
職
、
現
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

(

1

)

『
日
本
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
協
会
会
報
』
第
一

号
、

一
九
八
四
年
一
月
一
日
。

(

2

)

徳
川
頼
貞
(
-
八
九
ニ
ー
一
九
五
四
）
侯
爵
。
徳
川
御
三
家
の
一
っ
、
紀
州
の
徳
川
家

出
身
。
音
楽
に
造
詣
深
く
、
大
正
七
年
七
月
東
京
の
麻
布
飯
倉
に
南
葵
音
楽
図
書
館
を
設
立
。

こ
の
図
書
館
は
同
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
閉
館
を
や
む
な
く
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
の
唯
一
の

音
楽
専
門
図
書
館
と
し
て
音
楽
界
に
貢
献
し
た
。
一
九
一
七
年
ロ
ン
ド
ン
で
競
売
に
か
か
っ
た

世
界
的
に
も
価
値
の
あ
る
カ
ミ
ン
グ
ス
（
イ
ギ
リ
ス
の
高
名
な
音
楽
史
家
）
の
音
楽
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
コ
ン
グ
レ
ス
と
せ
り
合
い
、
最
後
に
折
半
し

て
徳
川
氏
と
半
々
に
買
い
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
話
は
有
名
で
あ
る
。
以
後
こ
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
南
葵
音
楽
図
書
館
の
主
要
な
蔵
書
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
三
年
九
月
に
は
、
南
葵
楽
堂

の
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
が
徳
川
氏
よ
り
東
京
音
楽
学
校
に
寄
贈
さ
れ
奏
楽
堂
に
据
え
ら
れ
た
。

(

3

)

日
本
を
あ
と
に
し
た
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
、
日
本
と
タ
イ
合
同
の
音
楽
学
校
設
立
準
備

二、

ハ
短
調
競
奏
曲

（
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
作
カ
デ
ン
ツ
・
第
一
楽
章
）

一、

卒
業
證
書
授
呉

二、

校

長

式

辮

三
、
文
部
大
臣
告
僻

四
、
卒
業
生
網
代
謝
辮

五

、

賞

品

授

呉

六
、
卒

業

演

奏
演

奏

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

半
昔
階
的
幻
想
曲

ソ
。
フ
ラ
ノ
凋
唱

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

•
•
…
…
…
•
本
科
槃
楽
部
卒
業
生

紳
事
劇
「
天
地
創
造
」
中
の
ガ
ブ
リ

エ
ル
の
抒
情
調
：
・
ハ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

曲

目

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

ノミ

…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

山

越

八

重

子

イ

ド

ン

作

曲

西

山

睛

江

ツ

ノ‘

作

曲

木

村

ゆ

き

東

京

一

音

楽

學

校

第
四
臨
時
敦
員
養
成
所

に
加
わ

っ
た
が
ナ
チ
の
圧
迫
に
よ
っ
て
断
念
、
タ
イ
滞
在
二
年
で
日
本
に
も
ど
っ
た
。
だ
が
一

九
四
四
年
敵
性
外
国
人
と
し
て
拘
禁
さ
れ
、
終
戦
に
よ
っ
て
釈
放
さ
れ
た
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
。
四
年
後
三
度
目
の
来
日
、
一
九
五

一
年
か
ら
二
十
年
間
武
蔵
野
音
楽
大
学
で
教
鞭
を
と

っ
た
。
一
九
五
九
年
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
。
東
京
で
没
す。

昭
和
二
年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

昭
和
二
年
三
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
開
始

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

第2部 昭和の東京音楽学校篇 4
 


